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研究成果の概要： 

 本研究では，地域在住認知症者に対して生活行為工程分析表（PADA-D）を用いて介入ポ

イントを明確にした 3か月間の介入効果をクラスターRCTにて検証した．通所施設等から

リクルートし，介入群 15名，対照群 12名を分析対象者とした．介入前後の 2元配置分散

分析では，PADA-D総合得点，整容，洗濯で有意な交互作用を認めた．目標とした生活行

為は買い物，洗濯，整容が多く，自立度は向上した．目標に対する満足度は，遂行度共に

有意に向上した．介入戦略は，反復技能練習，残存工程や認知機能の活用・代償が上位を

占めた．PADA-Dを用いて生活行為を詳細に分析して介入することにより，認知機能は変

化せずともADL自立度の改善が得られ，特に目標とした生活行為の改善が顕著であった． 
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1．研究の背景 

 適切な認知症リハビリテーションについ

ては，1）有する認知機能等の見極め，2）

これを最大限に活かす，3）ADL 自立と継

続を掲げている 1）．IADL は初期の段階か

ら「服薬管理」，「金銭管理」など高度な認

知機能を要する行為が低下するのに対し，

BADLではMMSE18点前後から「移動能

力」が急速に低下していることを明らかに

した 2）．我々は，認知機能に関連した行為

障害を具体的に提示可能な生活行為工程分

析表（Process Analysis of Daily Activity 

for Dementia; PADA-D）を開発し，能力

を最大限に活かすための指標として重症度

ごとの工程の特徴を明らかにしてきた 3-4）．

しかし，リハビリテーション介入について

は総合的戦略に沿った介入効果は報告され

ているものの 5-6），具体的に ADL介入ポイ

ントを絞った効果検証はない．さらに，目

標に応じた介入戦略を整理している研究は

皆無である．  

 

2．研究の目的 

本研究では，地域在住認知症者に対して

PADA-D を用いて介入ポイントを明確に

したうえで目標設定し，3 か月間の介入効
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果をクラスター無作為化比較試験（RCT）

にて効果検証した．また，介入戦略を①残

存している工程や認知機能の活用・代償，

②反復技能練習，③物理的環境介入，④人

的環境介入，➄家族・介護者への支援教育

に分け整理した． 

 

3．研究の方法 

 対象は，地域に在住する認知症及び軽度

認知障害と診断された高齢者とし，身体疾

患等が主要因となる顕著な生活障害が認め

られる者は除外した．研究デザインは，施

設単位で無作為化を施すクラスターRCT

を採用した．対象者は，精神科訪問看護，

通所介護，通所リハビリテーションからリ

クルートし，介入群 15 名（女性 8 名，平

均年齢 82.0±6.7歳，MMSE19.9±5.8），対

照群 12 名（女性 9 名，平均年齢 81.3±6.5

歳，MMSE19.7±4.3）を分析対象者とした

（ドロップアウト 3 名）．調査項目は，基

本情報のほか，主要アウトカムとして

PADA-D（総合得点，IADL，BADL，各生

活行為）と ADL 指標（PSMS，Lawton 

IADL7），HADL）とした．副次アウトカム

は，MMSE，介護負担（J-ZBI8），行動心

理症状（DBD13）とした．また，介入群の

み目標設定した生活行為に対する満足度

（10段階），遂行度（10段階）を聴取した．

評価はマスク化し，介入前後に実施した．

介入群は，PADA-Dにて低下・残存してい

る工程を明確にしたうえで，本人・家族の

合意のもと介入する生活行為を 3行為まで

選択し，目標志向的に ADL 介入を実施し

た．介入は，1回/週，1回 40分，3か月間，

OTRが自宅を訪問して実施するが，目標に

応じていれば通所内での実施も可とした．

非介入群は，通常のプログラムのみとした．

統計は，ベースラインの 2群間比較を尺度

属性に応じて対応のない t 検定，χ2検定を

実施したのち，時間×群間の反復測定 2 元

配置分散分析を実施した．また，介入群の

み目標とした PADA-Dの各生活行為，満足

度・遂行度の前後比較を Studentの t検定

にて比較した．最後に，介入戦略を①残存

している工程や認知機能の活用・代償，②

反復技能練習，③物理的環境介入，④人的

環境介入，➄家族・介護者への支援教育に

分け整理した．比較統計解析には SPSS ver. 

26.0用い，有意水準 5％とした．本研究は

鹿児島大学病院臨床研究倫理委員会

（190024倫-改 2）の承認を得ている． 

 

4．研究成果 

ベースラインの比較では，基本情報（独居：

介入群 4 人 33％，対照群 5 人 33％），各

ADL指標，MMSE，J-ZBI8，DBD13全て

において有意差なく，同レベルの対象者で

あった．介入群は，AD10 名，VaD2 名，

MCI2 名，混合型 1 名であり，対照群は，

AD7 名，MCI2 名，VaD1 名，DLB1 名，

混合型 1名であった．介入前後の 2元配置

分散分析では，  PADA-D 総合得点

（F=2.16），整容（F=2.61），洗濯（F=2.34）

で有意な交互作用を認め，介入群の ADL

改善が認められた．しかし，MMSE や

DBD13，J-ZBI8 には効果はなかった．特

に介入の多かった洗濯では「洗濯物を干す」，

「洗濯物を取り込む，たたむ」で顕著な改

善を示した．目標とした生活行為は買い物，

洗濯，金銭管理，整容が多く（各 3目標），

全 30 の 目 標 と し た 生 活 行 為 は

8.9±4.9→10.1±5.1／15で有意に向上した．

介 入 群 の 目 標 に 対 す る 満 足 度 は

1.7±1.2→3.3±1.7 ／ 10 ， 遂 行 度 は

1.4±1.0→3.3±1.5／10 で有意に向上した．

介入戦略は，②反復技能練習 60%，①残存



している工程や認知機能の活用・代償 28％，

③物理的環境介入 25％，➄家族・介護者へ

の支援教育 17％の順であった． 

 以上のことから，PADA-Dを用いて生活

行為を詳細に観察・分析して，ADL介入す

ることにより，認知機能は変化せずとも

ADL自立度の改善が得られた．特に，目標

として焦点化した生活行為の改善が顕著で

あったことから，目標指向的な介入の重要

性が明らかとなった．従来の ADL 指標で

は有意な変化を捉えることができず

PADA-D の具体的な観察の特徴が反映さ

れたと推察する．また，目標に対する満足

度や遂行度は顕著に向上したことから，本

人や家族と共に具体的な目標設定し，その

部分に介入することは主観的評価にも繋が

ることを示した．介入戦略は，手続き的記

憶など得意な認知機能を活かしつつ，生活

用具の工夫をし，反復練習をするなどの戦

略を組み合わせていることが伺えた．  

 

5．研究の限界 

 本研究デザインは施設単位で無作為化を

施すクラスターRCTであるため，介入施設

と対照施設の，機能特性上の選択バイアス

は否定できない．また，COVID-19の影響

により，やむなく介入中断や対象者数の十

分な確保ができない等の問題が残った． 

 

6．今後の展望 

 対象者数を増やしての環境要因，重症度

要因，疾患要因を分析し，無作為化比較試

験を実施し，エビデンスを高めていきたい．

また，生活行為工程障害の特徴と介入戦略

を類型化するなど臨床還元に努めたい． 
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